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農
業
振
興
費

問
国
等
か
ら
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
臨
時
交
付
金
で
、

農
家
に
対
し
て
交
付
予
定
の
、
原

油
価
格
・
物
価
高
騰
緊
急
対
策
事

業
補
助
金
２
６
４
０
万
円
は
、
ど

の
よ
う
に
配
分
さ
れ
る
の
か
。

答
農
業
所
得
を
税
申
告
さ
れ

て
い
る
農
家
に
対
し
て
、

１
戸
当
た
り
４
万
円
で
６
６
０
戸

へ
の
配
分
を
考
え
て
い
る
。

鉄
砂
川
に
お
け
る

浚
渫
改
良
工
事

問
今
回
予
算
計
上
さ
れ
た
６

０
０
万
円
は
、
鉄
砂
川
異

臭
を
解
消
す
る
た
め
の
工
事
費
と

思
わ
れ
る
が
、
ど
の
地
区
を
工
事

す
る
の
か
。
ま
た
下
流
の
堆
積
土

の
搬
出
は
し
な
い
の
か
。

答
工
事
場
所
は
、
鉄
砂
川
ひ

ざ
こ
橋
の
約
２
０
０
ｍ
上

流
で
、
工
事
面
積
は
、
長
さ
30
ｍ
、

巾
６
ｍ
、
深
さ
50
㎝
の
泥
を
搬
出

し
、
新
た
に
埋
め
立
て
表
面
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
い
、
水
の
流
れ

を
確
保
す
る
。
下
流
部
の
堆
積
土

の
搬
出
は
予
定
し
て
い
な
い
。

補　正　項　目 補正額

歳
　
入

地方交付税  246,000

国庫補助金  140,773

県支出金 100,166

町　債 △ 70,100

計（すべての補正を含む）  481,143

歳
　
出

原油価格・物価高騰緊急
対策事業補助金

  26,400

道路改良工事費  100,000

公営住宅等家賃補助金  　6,300

みんなの家移設等費 　18,000

鉄砂川浚渫改良工事費 　 6,000

学校給食食材購入費補助金 　18,500

計（すべての補正を含む）  481,143

■ 主な補正項目と補正額 （千円）

浚渫（しゅんせつ）予定地

令和４年
第３回
定例議会

令和４年第３回定例議会は、９月５日から13日までの９日間の日程で開催さ
れ、令和４年度益城町一般会計・特別会計補正予算（５件）、令和３年度益城
町一般会計・特別会計決算認定（６件）、条例改正４件、工事契約・町道の路
線認定等５件及び議員提出２件について審議し、議員提出１件を除き、可決・
認定した。また９月７日・８日に６名の議員が一般質問を行った。

一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出に４億8114.3万円を追加し、総額222億7381.1万円とする本案が提案され、各常任委員会等で慎
重に審議された後、採決では全議員が賛成し可決成立した。主な補正項目及び質疑応答は以下の通り。

文
化
財
保
護
対
策
費

問
今
回
計
上
さ
れ
た
、
文
化

財
保
護
対
策
費
の
布
田
川

断
層
帯
保
存
整
備
費
７
２
６
４
・

７
万
円
は
、
何
に
使
う
の
か
。

答
谷
川
地
区
の
断
層
帯
保
存

の
た
め
の
覆
屋
や
、
見
学

ヤ
ー
ド
等
の
た
め
の
第
４
期
工
事

の
分
の
予
算
を
計
上
し
た
。
展
示

の
仕
方
や
雨
天
時
の
見
学
場
所
、

暑
さ
対
策
、
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も

今
後
検
討
す
る
。

公
営
住
宅
等
家
賃

補
助
金

問
災
害
救
助
費
の
中
の
公
営

住
宅
等
家
賃
補
助
金
６
３

０
万
円
は
何
に
使
用
さ
れ
る
の

か
。答

木
山
仮
設
住
宅
の
閉
鎖
に

伴
い
３
月
以
降
も
現
在
入

居
予
定
の
移
転
家
賃
等
を
補
助
す

る
も
の
で
、
５
人
以
上
世
帯
６
戸
、

月
９
万
円
の
６
か
月
分
、
及
び
敷

金
礼
金
、
仲
介
手
数
料
等
の
経
費

で
あ
る
。

み
ん
な
の
家
移
設
事
業

問
み
ん
な
の
家
移
設
工
事
監

理
業
務
委
託
料
８
０
０
万

円
及
び
移
設
工
事
費
１
０
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
こ

に
移
設
す
る
の
か
。

答
令
和
５
年
３
月
末
、
木
山

仮
設
住
宅
が
閉
鎖
さ
れ
る

の
に
伴
い
、
同
地
の
み
ん
な
の
家

を
津
森
小
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が

使
用
す
る
た
め
に
移
設
す
る
経
費

で
あ
る
。

学
校
給
食

食
材
購
入
費
補
助
金

問
国
等
か
ら
の
物
価
高
騰
対

策
補
助
金
と
し
て
、
学
校

給
食
食
材
購
入
費
補
助
金
１
８
５

０
万
円
は
ど
の
よ
う
に
扱
う
の
か
。

答
今
年
度
４
月
か
ら
の
給
食

費
の
増
加
予
想
が
約
10
％

と
見
積
も
ら
れ
て
い
る
の
で
、
年

間
の
給
食
費
の
10
％
を
補
助
す
る

こ
と
に
な
る
。
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令和３年度一般会計・特別会計決算
令和３年度一般会計及び特別会計３件（国民健康保険特別会計・後期高齢者医療特別会計・介護保険特別
会計）の決算並びに公共下水道会計利益の処分及び決算・水道事業会計利益の処分及び決算について、慎重
な審議の後、全会一致で可決・認定した。各決算の概要は下表の通りで、解説及び質疑応答は以下の通り。

解
　
説

　

熊
本
地
震
か
ら
６
年
目
で
、
復

旧
事
業
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
復
興
事

業
も
減
少
し
つ
つ
あ
る
中
、
復
旧

復
興
事
業
で
借
入
れ
た
町
債
の
返

済
（
公
債
費
）
の
著
し
い
増
加
が

見
ら
れ
る
。

　

令
和
３
年
度
決
算
は
、
歳
入
２

５
１
億
31
・
９
万
円
、歳
出
２
３
８

億
８
９
４
９
・
７
万
円
、
差
引
額

が
12
億
１
０
８
２
・
２
万
円
、
繰

越
額
が
２
億
４
９
１
０
・
６
万
円
、

事
故
繰
越
額
（
元
年
度
か
ら
の
繰

越
）
が
２
９
５
１
・
１
万
円
で
実

質
収
支
額
は
９
億
３
２
２
０
・
６

万
円
と
な
っ
た
。
本
年
度
実
質
収

支
額
９
億
３
２
２
０
・
６
万
円
か

ら
令
和
２
年
度
実
質
収
支
額
12
億

１
２
３
１
・
５
万
円
を
差
し
引
く

と
単
年
度
収
支
額
は
、
２
億
８
０

１
０
・
９
万
円
の
赤
字
と
な
っ
た
。

歳
入
歳
出
を
前
年
度
と
比
較
す
る

と
、
歳
入
で
90
億
８
９
１
０
・
７

万
円
（
減
少
率
26
・
６
％
）、
歳
出

で
88
億
３
５
９
３
・
１
万
円
（
減

少
率
27
・
０
％
）
そ
れ
ぞ
れ
減
少

し
た
。

質
疑
応
答

問
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

業
委
託
料
ほ
か
で
予
算
額

１
億
１
３
２
８
万
円
の
と
こ
ろ
、

支
出
済
額
１
億
２
０
９
万
円
で
、

不
用
額
１
１
１
８・
７
万
円
が
出

て
い
る
が
理
由
は
。　
　

答
町
内
９
か
所
の
児
童
ク
ラ

ブ
か
ら
の
事
業
計
画
に
よ

り
予
算
計
上
し
た
が
、
各
ク
ラ
ブ

か
ら
の
実
績
に
よ
り
精
算
し
た
結

果
、
不
用
額
が
発
生
し
た
。

問
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別

給
付
金
で
２
６
４
０
万
円

の
不
用
額
が
発
生
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
な
ぜ
か
。

答
給
付
金
10
万
円
を
６
５
７

０
人
分
予
算
措
置
し
た
が
、

６
３
０
６
人
か
ら
の
申
請
に
と
ど

ま
っ
た
の
で
不
用
額
と
な
っ
た
。

歳
入

款 予算現額 調定額 収入済額 不納欠損額

町 税 3,578,926 3,733,604 3,598,538 10,175

地 方 交 付 税 5,018,664 5,018,664 5,018,664 0

町 債 5,960,600 3,664,900 3,664,900 0

計（その他を含む） 29,117,568 25,350,122 25,100,319 10,201

歳
出

款 予算現額 支出済額 不用額 不用割合

民 生 費 7,814,888 7,127,335   471,683 6.0 ％

土 木 費 6,150,654 3,754,684   481,207 7.8 ％

教 育 費 2,166,012 1,678,402    98,861 4.6 ％

災 害 復 旧 費  3,577,880 3,055,713 127,890 3.6 ％

計（その他を含む）  29,117,568 23,889,497 2,192,096 7.5 ％

■ 一般会計（歳入歳出主要事項）

■ 特別会計

（千円）

（千円）

国民健康保険

歳
入

予算現額 調定額 収入済額 収入割合

 4,074,109  4,983,376 4,809,278  　96.5％

歳
出

予算現額 支出済額 不用額 不用割合

 4,074,109  3,517,507 556,602 13.7％

後期高齢者医療

歳
入

予算現額 調定額 収入済額 収入割合

457,041 448,582 447,905 99.8％

歳
出

予算現額 支出済額 不用額 不用割合

457,041 435,011 22,030 4.8％

介護保険

歳
入

予算現額 調定額 収入済額 収入割合

3,593,233 3,404,801 3,395,647 99.8％

歳
出

予算現額 支出済額 不用額 不用割合

3,593,233  3,140,063 453,170 12.6％

下水道事業会計
収益的収支

収
入

予算額 決算額  予算額との比較

1,445,134 1,560,815   105,681

支
出

予算額 決算額  　不用額

1,341,376 1,300,376  　41,120

水道事業会計
収益的収支

収
入

予算額 決算額  予算額との比較

525,869 507,641  　▲18,328

支
出

予算額 決算額  　不用額

519,883 493,231  　　26,652

令和３年度完成の益城中外構工事
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冨
田
委
員
長

質
問
へ
の
回
答

　

本
条
例
策
定
の
為
の
委
員
会
審

議
に
あ
た
り
、
菊
陽
町
、
大
津
町
、

御
船
町
、
嘉
島
町
、
甲
佐
町
、
山

都
町
の
６
か
町
の
条
例
を
取
り
寄

せ
審
議
し
た
結
果
、
菊
陽
町
の
条

例
を
主
と
し
て
参
考
に
し
た
。
次

に
、
第
６
条
「
政
治
倫
理
審
査
会

の
設
置
」
に
つ
い
て
は
、
当
特
別

委
員
会
は
、
条
例
策
定
の
た
め
の

委
員
会
で
、
い
つ
ど
の
よ
う
に
設

置
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

議
会
運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
る

も
の
と
思
う
。

冨
田
委
員
長

提
案
理
由
の
説
明

　

令
和
３
年
12
月
議
会
に
お
い

て
、
委
員
10
名
に
よ
る
政
治
倫
理

条
例
策
定
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
た
。
７
回
の
委
員
会
審
議
を
経

て
作
成
し
、
そ
の
後
法
規
文
審
査

会
の
審
査
、
議
会
運
営
委
員
会
、

全
員
協
議
会
の
承
認
後
、
今
回
議

員
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
な
お
各
条
項
の
説
明
は
略
）

下
田
議
員

議
案
へ
の
質
疑

　

提
案
理
由
の
説
明
を
聞
い
て
改

め
て
素
晴
ら
し
い
条
例
が
出
来
た

と
思
う
が
、
せ
っ
か
く
の
機
会
で

あ
る
の
で
、
次
の
２
点
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

①
今
回
の
条
例
作
成
に
あ
た
り

色
々
な
町
の
条
例
を
参
考
に
さ

れ
た
と
思
う
が
、
主
と
し
て
ど

こ
の
町
を
参
考
に
し
た
の
か
。

②
本
条
例
第
６
条
に
「
政
治
倫
理

審
査
会
の
設
置
」
の
記
述
が
あ

る
が
、
こ
の
審
査
会
は
常
時
設

置
さ
れ
て
い
る
の
か
、
何
か
問

題
が
発
生
し
た
時
、
設
置
さ
れ

る
の
か
。

「益城町議会議員政治倫理条例」を制定
本条例は、「議員の政治倫理に関する規律の基本となる事項」を定めるもので、本議会最終日に益城町
議会政治倫理条例策定特別委員長から議員提出され、質疑応答の後、全議員の賛成により可決成立した。

現在建設中の庁舎（完成予想図）

（
目
的
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
町
政
が

町
民
の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
の
負

託
に
応
え
る
た
め
、
益
城
町
議
会

議
員
（
以
下
「
議
員
」
と
い
う
。）

が
自
己
の
地
位
に
よ
る
影
響
力
を

不
正
に
行
使
し
、
自
己
の
利
益
を

図
る
こ
と
の
な
い
よ
う
議
員
の
政

治
倫
理
に
関
す
る
規
律
の
基
本
と

な
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
誠
実
か
つ
公
正
に
そ
の
職
務

を
行
う
こ
と
を
促
し
、
も
っ
て
清

浄
で
民
主
的
な
町
政
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
議
員
の
責
務
）

第
２
条　

議
員
は
、
町
民
の
代
表

者
と
し
て
、
町
民
の
信
頼
に
値
す

る
倫
理
性
を
も
っ
て
、
自
ら
の
役

割
及
び
責
任
を
深
く
自
覚
し
、
そ

の
使
命
の
達
成
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２　

議
員
は
、
政
治
倫
理
に
反
す

る
事
実
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と

き
は
、
責
任
を
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
政
治
倫
理
基
準
）

第
３
条　

議
員
は
、
常
に
、
町
民

全
体
の
代
表
者
と
し
て
、
率
先
し

て
よ
り
高
い
行
動
規
範
を
守
る
義

務
を
負
う
。

２　

議
員
は
、
常
に
、
そ
の
品
位

及
び
名
誉
を
損
な
う
よ
う
な
行
為

を
慎
み
、
不
正
の
疑
惑
を
持
た
れ

る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
て
は

な
ら
な
い
。

３　

議
員
は
、
町
長
そ
の
他
の
執

行
機
関
及
び
そ
の
補
助
職
員
並
び

に
町
が
資
本
金
そ
の
他
こ
れ
に
準

ず
る
も
の
を
出
資
し
、
又
は
拠
出

し
て
い
る
団
体
の
役
職
員
（
以
下

「
職
員
等
」
と
い
う
。）
に
対
し
、

そ
の
権
限
又
は
地
位
を
利
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
行
為

に
よ
っ
て
、
公
正
な
職
務
の
執
行

を
妨
げ
、
又
は
妨
げ
る
よ
う
な
働

き
か
け
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

①
公
共
工
事
の
請
負
契
約
、
業
務

委
託
契
約
及
び
一
般
物
品
納
入
契

約
（
以
下
「
請
負
契
約
等
」
と
い

う
。）
の
あ
っ
せ
ん

②
職
員
等
の
採
用
、
異
動
、
昇
任

そ
の
他
の
人
事
へ
の
関
与

③
許
認
可
、
補
助
金
そ
の
他
の
給

付
の
決
定
へ
の
関
与

④
前
３
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か

公
正
な
職
務
執
行
を
妨
げ
る
行
為

４　

議
員
は
、
そ
の
地
位
を
利
用

し
て
、
い
か
な
る
金
品
も
授
受
し

て
は
な
ら
な
い
。

５　

議
員
は
、
そ
の
地
位
を
利
用

し
て
嫌
が
ら
せ
を
し
、
強
制
し
、

益
城
町
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例（
要
約
）
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又
は
圧
力
を
か
け
る
行
為
を
し
て

は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
い
か
な
る

場
合
で
あ
っ
て
も
人
権
侵
害
の
お

そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

６　

議
員
は
、
飲
食
物
の
供
与
等

社
会
通
念
上
疑
惑
を
持
た
れ
る
お

そ
れ
の
あ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

７　

議
員
は
、
議
会
の
同
意
を
得

た
場
合
を
除
き
、
町
か
ら
活
動
又

は
運
営
に
対
す
る
補
助
又
は
助
成

を
受
け
て
い
る
団
体
等
の
役
員
に

就
任
し
て
は
な
ら
な
い
。

８　

議
員
は
、
政
治
活
動
に
関
し

て
企
業
、
団
体
等
か
ら
寄
附
等
を

受
け
な
い
も
の
と
し
、
そ
の
後
援

団
体
に
つ
い
て
も
政
治
的
又
は
道

義
的
批
判
を
受
け
る
お
そ
れ
の
あ

る
寄
附
等
を
受
け
て
は
な
ら
な

い
。

（
町
と
の
契
約
等
に
関
す
る
遵
守

事
項
）

第
４
条　

議
員
、
そ
の
配
偶
者
及

び
２
親
等
以
内
の
親
族
で
同
一
の

生
計
又
は
直
接
利
害
関
係
に
あ
る

者
が
役
員
を
し
て
い
る
企
業
及
び

議
員
が
経
営
に
携
わ
る
企
業
は
、

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

67
号)

第
92
条
の
２
の
規
定
の
趣

旨
を
尊
重
し
、
町
及
び
町
が
関
係

す
る
団
体
が
行
う
請
負
契
約
（
下

請
け
を
含
む
。）
を
辞
退
し
、
町

民
に
対
し
疑
惑
の
念
を
い
だ
か
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
災
害
等

特
別
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
こ
の

限
り
で
な
い
。

２　

前
項
の
議
員
が
経
営
に
携
わ

る
企
業
と
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の

を
い
う
。

①
議
員
が
資
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら

に
準
ず
る
も
の
の
３
分
の
１
以
上

を
出
資
し
て
い
る
企
業

②
議
員
が
そ
の
経
営
方
針
に
関
与

し
て
い
る
企
業

③
議
員
が
当
該
企
業
の
役
員
と
同

等
程
度
の
執
行
力
と
責
任
を
有
す

る
企
業

（
審
査
の
請
求
）

第
５
条　

議
員
は
、
議
員
が
政
治

倫
理
基
準
に
違
反
す
る
行
為
を
し

た
疑
い
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を

証
す
る
資
料
を
添
え
て
、
議
員
２

人
以
上
の
連
署
に
よ
り
、
議
長
に

対
し
審
査
の
請
求
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２　

議
長
は
前
項
の
規
定
に
よ
り

議
員
に
対
す
る
調
査
の
請
求
を
受

け
た
と
き
は
、
速
や
か
に
審
査
会

に
調
査
を
付
託
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
政
治
倫
理
審
査
会
の
設
置
）

第
６
条　

議
員
の
政
治
倫
理
に
関

す
る
重
要
な
事
項
を
調
査
審
議
す

る
た
め
、
議
会
に
政
治
倫
理
審
査

会
（
以
下
「
審
査
会
」
と
い
う
。）

を
置
く
。

２　

審
査
会
は
、
10
人
を
も
っ
て

構
成
し
、
議
員
の
中
か
ら
選
出
す

る
。

３　

審
査
会
の
委
員
の
任
期
は
、

２
年
と
し
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
を

妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
委
員
が
欠

け
た
場
合
に
お
け
る
補
欠
の
委
員

の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間

と
す
る
。

４　

審
査
会
の
会
議
は
、
委
員
定

数
の
３
分
の
２
以
上
の
同
意
を
得

た
場
合
は
、
公
開
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
守
秘
義
務
等
）

第
７
条　

審
査
会
の
委
員
は
、
職

務
上
知
り
得
た
秘
密
を
他
に
漏
ら

し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
者
が
委

員
で
な
く
な
っ
た
後
も
同
様
と
す

る
。

（
審
査
会
の
調
査
）

第
８
条　

審
査
会
は
、
第
５
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
を
付
託

さ
れ
た
と
き
は
当
該
事
案
の
適
否

又
は
存
否
の
調
査
を
行
い
、
調
査

結
果
報
告
書
を
作
成
の
上
、
議
長

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

審
査
会
は
、
前
項
の
調
査
を

行
う
た
め
、
事
情
聴
取
等
必
要
な

調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
被
請
求
議
員
及
び
議
員
、
町
長

の
義
務
）

第
９
条　
（
略
）

（
照
会
）

第
10
条　
（
略
）

（
結
果
の
報
告
）

第
11
条　
（
略
）

（
被
請
求
議
員
の
責
務
及
び
議
会

の
措
置
）

第
12
条　
（
略
）

（
委
任
）

第
13
条　
（
略
）

附
則

（
施
行
期
日
）

第
１
条　

こ
の
条
例
は
、
交
付
の

日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
２
条　

こ
の
条
例
の
施
行
の
際

現
に
第
３
条
第
７
項
の
団
体
等
の

役
員
に
就
任
し
て
い
る
議
員
は
、

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
か
ら
１
年

間
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
引
き
続
き
当
該
団
体
等
の
役

員
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
が
で
き

る
。

２　
（
略
）

３　
（
略
）

議場のイメージ図
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条例改正等及び議員提案議案の審議
今回は、条例改正等４件、指定管理者１件、公有財産の取得１件、工事請負契約２件、町道の路線認定
１件、議員提出議案２件を審議し、議員提出議案のうち１件は否決、その他10議案は可決した。

条
例
改
正

解
説　
「
益
城
町
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
は
、
職
員
の
育
児

休
業
等
に
係
る
人
事
院
規
則
の
改

正
に
伴
う
改
正
を
、「
益
城
町
消

防
団
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
で
は
、
団
員
定
数

を
６
０
０
人
か
ら
５
５
０
人
へ
改

正
し
、更
に
退
団
者
抑
制
の
た
め
、

休
団
制
度
を
整
備
し
た
。「
益
城

町
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に

よ
る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強

化
の
た
め
の
固
定
資
産
税
の
課
税

免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
」
で
は
、
国
の
減
税
補
填
制
度

に
合
わ
せ
令
和
５
年
３
月
31
日
に

変
更
し
た
。「
益
城
町
手
数
料
条

例
の
一
部
を
改
正
」
で
は
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
場
合
の

手
数
料
を
変
更
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

○
益
城
町
文
化
会
館

○
指
定
団
体　

益
城
文
化
会
館
管
理
運
営
共
同

企
業
体

○
指
定
期
間

　

令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら

　

令
和
10
年
３
月
31
日

工
事
請
負
契
約
の
締
結

○
木
山
中
学
校
管
理
室
棟
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
室
棟
改
修
工
事

○
契
約
金
額

　

１
２
８
，５
９
０
，０
０
０
円

○
契
約
の
相
手
方

　
　

熊
本
市
南
区
近
見

　
　

新
産
住
拓
株
式
会
社

工
事
請
負
契
約
の
締
結

○
布
田
川
断
層
帯
（
谷
川
地
区
）

　

保
存
整
備
工
事
（
３
期
工
事
）

○
契
約
金
額

　

１
２
４
，２
７
３
，０
５
０
円

○
契
約
の
相
手
方

　
　

熊
本
市
東
区
戸
島
西　

　
　

山
王
株
式
会
社

区　分 議 案 内 容

条 例 改 正

職員の育児休業等に関する条例の一部を改正

消防団に関する条例の一部を改正

地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の

基盤強化のための固定資産税の課税免除に関する

条例の一部を改正

手数料条例の一部を改正

そ の 他 指定管理者の指定（益城町文化会館）

財 産 取 得 公有財産の取得（惣領地区公園整備用地）

工事請負契約
工事請負契約の締結

工事請負契約の締結

町 道 認 定 町道の路線認定

議 員 提 出
益城中学校運動場整備に係わる疑義の調査に関す
る決議

■ 提案された議案とその内容等

解
説

　

現
在
実
施
中
の
益
城
中
学
校
運

動
場
の
整
備
に
つ
い
て
、
今
年
３

月
ま
で
の
工
事
の
再
工
事
で
は
な

い
の
か
。
工
事
の
予
算
計
上
が
な

い
等
の
疑
義
か
ら
、
調
査
委
員
会

を
設
置
し
て
調
査
す
べ
き
で
は
と

の
議
員
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
賛

成
少
数
で
否
決
と
な
っ
た
。

野
田
議
員

提
案
理
由
の
要
約

　

今
年
３
月
末
ま
で
に
約
３
０
０

０
万
円
を
か
け
て
益
城
中
学
校
運

動
場
の
整
備
を
行
い
、
新
学
期
か

ら
使
用
で
き
る
と
思
い
き
や
、
地

表
に
小
石
等
が
浮
き
出
た
た
め
、

こ
の
７
月
か
ら
更
に
約
３
９
６
０

万
円
を
か
け
て
、
再
度
工
事
を
実

施
し
て
い
る
。
な
お
工
事
は
町
の

予
算
に
は
計
上
せ
ず
、
他
の
事
業

で
残
っ
た
不
用
額
（
残
額
）
か
ら

充
当
し
て
い
る
。

　

ま
た
本
年
３
月
22
日
の
同
運
動

場
竣
工
検
査
前
の
３
月
16
日
に
、

町
は
現
在
行
っ
て
い
る
工
事
の
下

請
業
者
か
ら
同
運
動
場
整
備
の
た

め
の
見
積
（
３
０
１
５
万
円
）
を

提
出
さ
せ
て
い
る
が
、
７
月
か
ら

の
や
り
直
し
工
事
の
請
負
業
者
選

定
に
お
い
て
公
平
性
は
確
保
さ
れ

た
の
か
。

　

以
上
、予
算
計
上
の
プ
ロ
セ
ス
、

７
月
か
ら
の
工
事
請
負
業
者
選
定

等
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
り
、
町
議

会
に
「
益
城
中
学
校
運
動
場
整
備

に
係
わ
る
疑
義
」
に
つ
い
て
、
真

相
解
明
の
た
め
の
調
査
委
員
会
の

設
置
が
必
要
で
あ
る
。

整備中の益城中学校運動場

益
城
中
運
動
場
整
備
に
係

わ
る
疑
義
の
調
査
を
否
決
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議 案 名
結
　
果

木
村
　
正
史

西
山
　
洋
一

上
村
　
幸
輝

下
田
利
久
雄

冨
田
　
德
弘

松
本
　
昭
一

吉
村
　
建
文

甲
斐
　
康
之

榮
　
　
正
敏

中
川
　
公
則

野
田
　
祐
士

宮
﨑
　
金
次

坂
本
　
　
貢

中
村
　
健
二

渡
辺
　
誠
男

荒
牧
　
昭
博

坂
田
み
は
る

議
長 

稲
田
　
忠
則

予

算

・

決

算

・

条

例

等

令和４年度益城町一般会計補正予算（第３号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和４年度益城町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和４年度益城町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和４年度益城町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和４年度益城町産業団地特別会計補正予算（第１号） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和３年度益城町一般会計決算認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和３年度益城町国民健康保険特別会計決算認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和３年度益城町後期高齢者医療特別会計決算認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和３年度益城町介護保険特別会計決算認定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和３年度益城町下水道事業会計利益の処分及び決算認
定について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

令和３年度益城町水道事業会計利益の処分及び決算認定
について 認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

益城町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

益城町消防団に関する条例の一部を改正する条例の制定
について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

益城町地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の
基盤強化のための固定資産税の課税免除に関する条例の
一部を改正する条例の制定について

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

益城町手数料条例の一部を改正する条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

指定管理者の指定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

公有財産の取得について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

工事請負契約の締結について 
工事名：木山中学校管理室棟・コンピュータ室棟改修工事 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

工事請負契約の締結について 
工事名：布田川断層帯（谷川地区）保存整備工事（３期工事） 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

町道の路線認定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議員提出：益城町議会議員政治倫理条例の制定について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議員提出：益城中学校運動場整備に係わる疑義の調査に
関する決議 否 × × ○ ○ × × × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × ―

《９月議会での主な議案への賛否の状況》

○：賛成　　×：反対　　棄：棄権　　欠：欠席　　可：可決　　否：否決　　認：認定　　同：同意　
※議長は賛否同数の場合を除き、通常の採決には加わりません。
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福 祉

総 務

常任委員会レポート

り
、
最
終
的
に
は
総
額

50
万
円
程
度
に
な
る
と
の

説
明
を
受
け
た
。

介
護
予
防
事
業
、
通
所

型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
説
明
を
受
け
た
。

現
地
視
察
で
は
木
山
仮

設
住
宅
東
集
会
所
及
び
談

話
室
に
つ
い
て
、
津
森
小

児
童
ク
ラ
ブ
予
定
地
へ
移

設
さ
れ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
益
城
台
地
西

土
地
区
画
整
理
事
業
地
に

つ
い
て
は
上
水
道
施
設
工

事
の
説
明
を
受
け
た
。

割
負
担
に
な
る
こ
と
も
あ

る
と
説
明
を
受
け
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
率
の
質
疑
が
あ
り
９

月
６
日
現
在
で
１
回
目
接

種
率
80
・
６
％
、
２
回
目

接
種
率
80
・
１
％
、
３
回

目
接
種
率
63
・
５
％
と
説

明
を
受
け
た
。

特
定
健
診
業
務
委
託
料

に
関
連
し
、
特
定
検
診
率

が
低
い
こ
と
を
懸
念
し
て

意
見
や
対
策
案
が
出
さ
れ

た
。ま

た
、
水
道
料
金
の
未

収
金
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

福
祉
常
任
委
員
会
で
は

全
委
員
中
５
名
出
席
の
も

と
付
託
さ
れ
た
10
議
案
に

つ
い
て
、
執
行
部
か
ら
詳

細
な
説
明
を
受
け
、
慎
重

審
査
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
で
あ
る
が
、
令
和
３

年
度
益
城
町
一
般
会
計
決

算
認
定
に
つ
い
て
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決

算
認
定
の
み
賛
成
多
数
、

残
り
は
、
全
会
一
致
で
可

決
・
認
定
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
中
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に

対
す
る
臨
時
特
別
交
付
金

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

６
月
補
正
で
も
計
上
し
た

が
、
本
課
税
前
の
簡
易
的

な
抽
出
だ
っ
た
た
め
、
本

課
税
後
差
額
の
１
４
０
件

分
を
計
上
す
る
と
の
説
明

を
受
け
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
、
一
般
被
保

険
者
診
療
報
酬
に
つ
い
て

町
の
負
担
分
な
の
か
質
疑

が
あ
り
、
町
負
担
分
で
あ

る
と
説
明
を
受
け
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
10
月
か
ら

後
期
高
齢
者
全
体
で
は
な

い
が
、
所
得
に
よ
っ
て
２

総
務
常
任
委
員
会
で
は
、

全
委
員
出
席
の
も
と
当
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
８
議

案
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら

説
明
を
受
け
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
全
会
一
致
で
可

決
・
認
定
し
た
。

審
査
の
主
な
内
容
と
し

て
は
、
広
崎
消
防
詰
所
建

設
工
事
費
６
２
０
万
円
の

追
加
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
担
当
課
長
よ
り
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
に
よ
り

建
設
資
材
が
高
騰
し
て
い

る
の
が
要
因
で
あ
り
、
総

予
算
は
約
３
５
０
０
万
円

で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け

た
。
委
員
か
ら
は
、
他
の

詰
所
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ

い
て
配
慮
す
る
よ
う
要
望

が
な
さ
れ
た
。

次
に
、
布
田
川
断
層
帯

の
保
存
に
つ
い
て
敷
地
内

に
傾
い
た
納
屋
が
あ
る
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
す
る
の

か
と
の
質
疑
が
あ
り
、
↘

担
当
課
長
よ
り
、
今
後
の

工
事
に
お
い
て
覆
屋
を
か

け
、
傾
い
た
ま
ま
補
強
を

行
い
、
保
存
す
る
と
の
説

明
を
受
け
た
。

決
算
で
は
、
町
税
の
不

納
欠
損
の
期
間
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
、
担
当
課
長

か
ら
、
滞
納
処
分
の
執
行

停
止
後
３
年
経
過
し
た
も

の
、
即
時
消
滅
し
た
も
の
、

法
定
納
期
限
か
ら
５
年
経

過
の
時
効
が
到
来
し
た
も

の
な
ど
で
、
生
活
困
窮
や

倒
産
、
死
亡
な
ど
で
納
付

が
困
難
な
方
な
ど
を
不
納

欠
損
と
し
て
い
る
と
の
説

明
を
受
け
た
。

ま
た
、
地
方
債
の
残
高

に
つ
い
て
確
認
が
あ
り
、

起
債
借
入
と
公
債
費
の
差

額
分
が
増
加
し
、
令
和
３

年
度
末
で
４
５
９
億
円
と

の
説
明
を
受
け
た
。

次
に
、
基
金
繰
入
と
起

債
の
状
況
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
、
担
当
課
長
よ
り

９月議会

令
和
４
年
度
益
城

町
一
般
会
計
補
正

予
算
を
可
決

後期高齢者医療費２割負担について審議

木山仮設住宅
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建設経済

常任委員会レポート

有
者
に
支
払
わ
れ
て
い
る

と
説
明
を
受
け
た
。

現
地
視
察
で
は
、
高
遊

原
排
水
路
工
事
に
つ
い
て

は
、
東
海
大
学
キ
ャ
ン
パ

ス
建
設
に
伴
う
環
境
整
備

の
一
環
で
あ
る
と
説
明
を

受
け
た
。
ま
た
、
横
町
線

道
路
改
良
工
事
の
木
山
橋

上
部
工
は
今
年
12
月
末
ま

で
に
完
成
予
定
で
あ
る
と

の
説
明
を
受
け
た
。
工
事

の
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、

民
家
に
近
接
し
て
い
る
の

で
安
全
対
策
に
十
分
に
配

慮
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

年
内
に
住
民
説
明
会
を
予

定
し
て
い
る
と
説
明
を
受

け
た
。

ま
た
、
T
S
M
C
の
進

出
を
見
据
え
た
商
工
費
の

産
業
団
地
の
計
画
位
置
決

定
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

後
日
回
答
す
る
と
説
明
を

受
け
た
。

ま
た
、
広
崎
西
原
公
園

借
地
料
は
、
令
和
７
年
度

末
ま
で
の
賃
借
予
定
で
あ

る
と
説
明
が
あ
り
、
さ
ら

に
惣
領
に
ぎ
わ
い
拠
点
の

用
地
賃
借
料
は
、
㈱
未
来

創
成
ま
し
き
よ
り
土
地
所

建
設
経
済
常
任
委
員
会

で
は
、
付
託
さ
れ
た
６
議

案
に
つ
い
て
執
行
部
か
ら

説
明
を
受
け
、
慎
重
審
査

の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案

の
と
お
り
、
全
会
一
致
で

可
決
・
認
定
し
た
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、

農
林
水
産
業
費
の
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
緊
急
対
策

事
業
補
助
金
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
農
業
所
得
申

告
世
帯
を
対
象
と
し
て

６
６
０
世
帯
、
一
世
帯
あ

た
り
４
万
円
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
と
説
明
が

あ
っ
た
。
土
木
費
の
中
で

広
崎
田
原
線
道
路
改
良
工

事
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り

盛
土
、
法
面
仕
上
げ
の
計

画
を
、
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
に

よ
る
施
工
で
、
歩
道
幅
が

6
・
6
ｍ
に
な
る
と
説
明

を
受
け
た
。
さ
ら
に
鉄
砂

川
浚
渫
改
良
工
事
費
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、

１
７
４
㎡
の
浚
渫
後
、
底

盤
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設

す
る
と
説
明
を
受
け
た
。

ま
た
、
調
整
区
域
土
地
利

用
ゾ
ー
ニ
ン
グ
図
変
更
に

つ
い
て
は
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
質
問
が
あ
り

起
債
に
つ
い
て
は
借
入
を

し
な
い
と
交
付
税
措
置
は

な
さ
れ
な
い
た
め
交
付
税

措
置
が
あ
る
も
の
に
つ
い

て
は
、
基
金
が
あ
っ
た
と

し
て
も
出
来
る
だ
け
起
債

を
し
て
い
く
方
が
有
利
と

の
説
明
を
受
け
た
。
委
員

か
ら
は
、
起
債
残
高
が
増

え
す
ぎ
な
い
よ
う
要
望
が

な
さ
れ
た
。

現
地
視
察
で
は
国
天
然

記
念
物
布
田
川
断
層
帯
↘

保
存
整
備
工
事
箇
所
で
は
、

担
当
課
か
ら
整
備
工
事
概

要
の
説
明
が
あ
り
、
状
況

を
確
認
し
た
。

ま
た
、
益
城
中
学
校
災

害
復
旧
工
事
箇
所
で
は
、

担
当
課
か
ら
こ
れ
ま
で
実

施
し
た
災
害
復
旧
工
事
の

説
明
を
受
け
、駐
輪
場
、部

室
棟
、
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
復
旧
状
況
を
確
認
し
た
。

９月議会

ＴＳＭＣ関連の企業誘致進む中で　
本町の取組みが注目されている　

益城中学校グラウンドを視察

完成間近い木山橋
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町
　
政
　
を
　
問
　
う
　【
９
月
議
会
】

一 般 質 問

医
療
支
援
員
、教
員
業
務
支
援
員

の
効
果
的
な
活
用
を
さ
ら
に
進
め

る
こ
と
で
、先
生
方
が
児
童
生
徒

と
係
わ
る
時
間
の
確
保
に
努
め
て

い
き
た
い
。特
別
支
援
教
育
支
援

員
の
増
員
に
つ
い
て
は
今
の
と
こ

ろ
予
定
し
て
い
な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

吉
村　
本
町
で
の
過
去
５
年
間
の

ふ
る
さ
と
納
税
の
金
額
の
推
移
に

つ
い
て
伺
う
。

ふ
る
さ
と
納
税
は
将
来
を

見
据
え
た
貴
重
な
財
源

町
長　
平
成
29
年
度
が
８
千
８
百

万
円
、平
成
30
年
度
が
７
千
５
百

万
円
、平
成
31
年
度
が
３
億
５
千

百
万
円
、令
和
２
年
度
が
14
億
６

千
万
円
、令
和
３
年
度
で
は
19
億

３
千
万
円
。こ
の
ふ
る
さ
と
納
税

は
将
来
を
見
据
え
た
町
づ
く
り
を

行
う
た
め
の
貴
重
な
財
源
に
な
る

の
で
、
引
き

続
き
ふ
る
さ

と
納
税
の
充

実
に
努
め
る
。

正
予
算
で
、物
価
高
騰
に
伴
う
学

校
給
食
へ
の
補
助
、小
中
学
校
の

修
学
旅
行
に
て
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が

発
生
し
た
場
合
の
補
助
、物
価
高

騰
の
影
響
を
受
け
る
農
業
者
へ
の

支
援
な
ど
７
つ
の
事
業
の
予
算
を

計
上
し
て
い
る
。今
後
も
、国
や
県

の
動
向
等
も
注
視
し
な
が
ら
、町

民
や
事
業
者
等
に
対
す
る
効
果
的

な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

先
生
方
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て

吉
村　
最
近
、特
に
特
別
支
援
を

必
要
と
す
る
児
童
が
増
え
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、実
態
は
ど

う
か
。

　
ま
た
、特
別
支
援
教
育
支
援
員

に
つ
い
て
、現
場
の
先
生
か
ら
増

員
し
て
欲
し
い
と
の
声
が
あ
る
が
、

支
援
員
の
増
員
は
考
え
て
い
る
の

か
。特

別
支
援
教
育
支
援
員
の

増
員
は
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い

教
育
長　
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
児
童
は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

学
級
数
に
つ
い
て
は
、平
成
30
年

か
ら
令
和
元
年
に
か
け
て
７
学
級

増
加
し
て
い
る
。各
小
中
学
校
に

お
け
る
特
別
支
援
教
育
支
援
員
や

本
町
の「
が
ん
検
診
」

に
つ
い
て

吉
村　
胃
が
ん
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
る
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
本
町
で

も
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。ま

た
検
査
の
助
成
を
考
え
ら
れ
な
い

か
。有

効
性
を
研
究
し
な
が
ら

検
討
す
る

町
長　
が
ん
の
早
期
発
見
対
策
と

し
て
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を

目
指
し
て
い
る
。ピ
ロ
リ
菌
検
査

の
助
成
に
つ
い
て
は
、ピ
ロ
リ
菌

検
査
の
有
効
性
に
つ
い
て
し
っ
か

り
と
研
究
し
な
が
ら
、そ
の
取
扱

い
に
つ
い
て
、国
の
示
す
最
新
の

指
針
に
基
づ
き
検
討
す
る
。

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
使
い
方
に
つ
い
て

吉
村　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

金
額
と
、現
在
ま
で
に
ど
の
よ
う

な
施
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
民
や
事
業
者
等
に
対
し

て
効
果
的
な
支
援
策
を
検

討
す
る

町
長　
現
在
ま
で
に
約
３
億
１
千

万
円
交
付
さ
れ
て
お
り
、す
で
に

20
事
業
実
施
し
て
い
る
。９
月
補

「
が
ん
教
育
」に
つ
い
て

吉
村　
子
ど
も
た
ち
に
、が
ん
の

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
て
も
ら

お
う
と
、全
国
の
学
校
現
場
で
広

が
る「
が
ん
教
育
」が
あ
る
が
、本

町
で
は
い
か
が
か
。

健
康
教
育
は
極
め
て
重
要

な
事
と
認
識
し
て
い
る

教
育
長　
「
が
ん
」を
は
じ
め
と
し

た
命
に
関
わ
る
疾
病
の
予
防
に
つ

な
が
る
健
康
教
育
は
、極
め
て
重

要
な
事
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

小
中
学
校
で
は
様
々
な
機
会
に

「
が
ん
」に
関
す
る
教
育
を
行
っ
て

い
る
。ま
た
、今
後
も
各
年
代
に
応

じ
た
健
康
教
育
や
保
健
指
導
を
、

さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

中学校の授業風景

本町の学校現場において
「がん教育」はなされているか

本町の「がん教育」については、小中学校の一部の
学年において、発達段階に応じた教育を行っている

吉村　建文議員
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町
　
政
　
を
　
問
　
う
　【
９
月
議
会
】

一 般 質 問一 般 質 問

策
は
で
き
て
い
る
か
。

町
長　
阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
に
つ

い
て
は
、こ
れ
ま
で
に
も
特
産
品

の
販
売
や
地
域
祭
り
へ
の
協
力
な

ど
様
々
な
取
り
組
み
で
連
携
し
て

い
る
。今
後
も
農
産
物
や
特
産
品

の
P
R
等
連
携
し
た
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、増
加

す
る
利
用
者
に
町
内
各
拠
点
を
訪

れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
交
通
ア
ク

セ
ス
改
善
等
取
り
組
み
を
進
め
た

い
。

　

東
海
大
学
臨
空
校
舎
に
つ
い
て

は
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
お

り
、昨
年
度
、特
産
品
を
開
発
し
販

売
を
開
始
し
て
い
る
。本
年
度
も

協
働
で
き
る
施
策
の
具
現
化
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
、農
業
と
ス
ポ
ー
ツ
を
軸
と

し
た
連
携
施
策
を
提
案
し
た
い
。

い
て
は
、国
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
を

研
究
し
必
要
な
財
源
確
保
に
努
め
、

今
後
も
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
整

備
を
進
め
て
い
く
。

空
港
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
東

海
大
臨
空
キ
ャ
ン
パ
ス
運

用
開
始
に
向
け
た
取
組
は

上
村　
来
年
2
0
2
3
年
に
は
空

港
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
供
用
開

始
と
、東
海
大
学
臨
空
キ
ャ
ン
パ

ス
の
開
校
を
控
え
て
い
る
。阿
蘇

く
ま
も
と
空
港
に
つ
い
て
は
、多

く
の
ア
ジ
ア
路
線
誘
致
の
目
標
が

あ
り
、3
3
4
万
人
の
旅
客
数
か

ら
2
0
5
1
年
度
に
は
6
2
2
万

人
の
利
用
を
目
指
す
と
さ
れ
、今

後
の
交
流
人
口
の
拡
大
と
経
済
効

果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
東
海
大
学
臨
空
キ
ャ
ン
パ
ス
に

つ
い
て
は
、ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ・ワ

ン
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
と
の
位
置
づ
け

で
講
義
・
研
究
・
実
習
、そ
し
て
地

域
社
会
や
農
家
と
の
交
流
空
間
が

一
つ
に
な
っ
た
総
合
的
農
学
教
育

研
究
拠
点
の
整
備
を
目
指
す
と
の

発
表
で
あ
っ
た
。古
く
か
ら
農
業

を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き

た
益
城
町
の
農
業
分
野
に
と
っ
て

も
、大
き
な
期
待
と
な
る
。

　
双
方
と
し
っ
か
り
連
携
協
力
す

る
こ
と
で
得
ら
れ
る
有
益
効
果
を

如
何
に
し
て
こ
の
町
へ
と
誘
導
し

て
い
く
か
が
重
要
で
あ
る
が
、対

く
な
っ
た
」と
い
っ
た
声
や
、早
く

進
め
て
ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
。

　
計
画
に
は
全
地
権
者
が
賛
成
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、未
着

手
箇
所
が
中
止
で
な
い
の
で
あ
れ

ば
、地
区
住
民
の
方
の
願
い
が
詰

ま
っ
た
こ
の
計
画
を
、積
極
的
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

財
源
の
確
保
に
努
め
、地
域

と
協
力
し
整
備
を
進
め
る

町
長　
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
避
難

地
・
避
難
路
、災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
本
町
に
と
っ
て
大

変
重
要
な
施
策
で
あ
り
、積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
も
の
で

あ
る
。中
断
し
て
い
る
箇
所
に
つ

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
進
捗
は
ど
う
か

上
村　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、各
地
区
か
ら
提
案
さ
れ
た
益

城
町
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
も
、

計
画
期
間
が
令
和
5
年
度
ま
で
と

大
詰
め
と
な
っ
て
き
た
。

　
現
在
の
進
捗
は
ど
う
か
。ま
た
、

中
に
は
中
止
に
な
っ
た
と
聞
い
て

い
る
も
の
が
あ
る
が
、ど
の
よ
う

な
状
況
か
。

町
長　
令
和
4
年
8
月
末
現
在
、

避
難
路
に
つ
い
て
は
47
路
線
中
、

一
部
整
備
を
含
め
22
路
線
が
整
備

済
み
で
、令
和
5
年
度
末
ま
で
に

さ
ら
に
11
路
線
を
整
備
予
定
で
あ

る
。し
か
し
、14
路
線
に
つ
い
て
は

未
着
手
で
あ
る
。

　

避
難
地
に
つ
い
て
は
、22
カ
所

の
う
ち
18
カ
所
が
整
備
済
み
で
あ

り
、令
和
5
年
度
末
ま
で
に
は
全

22
カ
所
を
整
備
予
定
で
あ
る
。ま

た
、中
止
の
整
備
箇
所
は
な
い
が
、

地
権
者
の
方
々
の
生
活
再
建
と
の

兼
ね
合
い
等
に
よ
り
厳
し
い
も
の

や
、期
間
内
に
同
意
が
得
ら
れ
ず

財
源
確
保
が
出
来
な
く
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、14
路
線
が
未
着
手
と

な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

上
村　
こ
の
質
問
の
背
景
に
は

「
良
く
な
っ
た
」と
喜
び
の
声
が
あ

る
反
面
、遅
々
と
し
て
進
ま
ず「
い

つ
の
間
に
か
交
渉
に
も
来
ら
れ
な

整備が進む復興まちづくり計画の避難路

利用客増加に期待が持たれる阿蘇くまもと空港

「復興まちづくり計画」中止箇所等なければ
積極的にスピード感を持った取り組みを

災害に強いまちづくりに大変重要な施策であるため
引き続き避難地・避難路の整備に積極的に取り組む

上村　幸輝議員
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町
　
政
　
を
　
問
　
う
　【
９
月
議
会
】

一 般 質 問一 般 質 問

木
山
仮
設
住
宅
の
現
状

と
今
後
に
つ
い
て

西
山　
木
山
仮
設
住
宅
の
現
状
と

入
居
者
が
減
少
し
て
い
く
中
で
今

後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、仮
設
住
宅
の
供
用
が
終
了

す
れ
ば
、速
や
か
に
農
地
へ
復
旧

し
て
地
権
者
へ
お
返
し
す
る
の
が

原
則
だ
が
、当
該
地
は
利
便
性
の

高
い
立
地
条
件
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

跡
地
活
用
の
構
想
を
立
て
て
は
ど

う
か
と
思
う
が
町
長
の
考
え
を
伺

う
。仮

設
住
宅
に
代
わ
る
住
ま

い
を
提
供
し
、
最
後
ま
で

支
援
し
て
い
く

町
長　
令
和
４
年
８
月
末
現
在
で

10
戸
30
人
と
な
っ
て
お
り
、県
が

令
和
５
年
３
月
末
を
も
っ
て
供
与

期
間
の
延
長
を
行
わ
な
い
方
針
を

発
表
し
た
。

　

入
居
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

全
て
の
方
が
住
ま
い
再
建
を
果
た

さ
れ
る
ま
で
、こ
れ
ま
で
同
様
お

一
人
お
ひ
と
り
に
寄
り
添
い
な
が

ら
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

関
係
法
令
等
と
の
整
合
性
な
ど
を

充
分
に
考
慮
し
、地
域
の
活
性
化

に
繋
が
る
よ
う
な
有
効
な
土
地
利

用
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

個
別
の
企
業
の
進
出
な
ど
新
た
な

需
要
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、市

街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
産
業
的

土
地
利
用
の
拡
充
を
図
る
必
要
性

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、市
街
化
調
整
区
域
に
お

け
る
土
地
利
用
は
、商
業
系
の
地

区
計
画
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、現
在
、熊
本
都
市
圏
の
一

市
三
町
で
構
成
す
る
市
街
化
調
整

区
域
活
性
化
連
絡
協
議
会
を
通
じ

て
、県
に
見
直
し
を
要
望
し
て
い

る
。今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉

え
て
地
区
計
画
制
度
の
見
直
し
実

現
に
向
け
て
県
と
協
議
を
進
め
て

い
く
。

区
に
お
い
て
防
災
公
園
と
し
て
の

機
能
を
備
え
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
を
考
え
て
い
る
。

未
来
を
見
据
え
た
攻
め

の
産
業
振
興
に
つ
い
て

西
山　
産
業
ゾ
ー
ン
の
拡
充
に
よ

る
積
極
的
な
企
業
誘
致
に
取
り
組

む
。ま
た
、商
業
で
は
商
業
施
設
や

飲
食
店
を
呼
び
込
み
、買
い
物
が

便
利
で
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
て
商
業
エ
リ
ア

の
確
保
が
必
要
と
考
え
る
が
、候

補
地
等
の
選
定
は
し
て
い
る
の
か

取
り
組
み
状
況
を
伺
う
。

市
街
化
調
整
区
域
の
地
区

計
画
制
度
の
見
直
し
を
要

望
中

町
長　
産
業
団
地
の
整
備
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と

新
た
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
は

西
山　
町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
は
、

被
災
経
験
を
活
か
し
た
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
し

て
、よ
り
強
固
な
公
共
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
や
老
朽
化
対
策
を
進
め
る

と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、町
民
の
避
難
場
所
と
し

て
防
災
公
園
と
な
る
新
た
な
グ
ラ

ウ
ン
ド
な
ど
の
整
備
を
行
っ
て
い

く
と
あ
る
が
、ど
の
よ
う
な
構
想

を
持
っ
て
い
る
の
か
町
長
の
考
え

を
伺
う
。

街
路
事
業
、避
難
路
、避
難

地
な
ど
の
整
備
に
加
え
内

水
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

町
長　
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
、街
路
事
業
、避

難
路
、避
難
地
な
ど
の
整
備
に
加

え
内
水
対
策
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

既
存
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て

は
、強
靱
化
と
と
も
に
老
朽
化
対

策
を
行
う
。

　

ま
た
、町
民
の
避
難
場
所
や
防

災
公
園
と
し
て
活
用
で
き
る
新
た

な
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
に
つ
い
て
は
、

広
安
町
民
第
一
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
使

用
し
づ
ら
く
、利
用
者
か
ら
の
改

善
要
望
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、ま
だ
構
想
段
階
で
は
あ
る

が
、整
備
候
補
地
と
し
て
広
安
地

町民の避難場所として防災公園となる
新たなグラウンドの整備方針は

新たなグラウンドはまだ構想段階だが、広安地区に
防災公園機能を備えたものを考えている

西山　洋一議員

広安町民第一グラウンド

木山仮設住宅
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町
　
政
　
を
　
問
　
う
　【
９
月
議
会
】

一 般 質 問

界
平
和
に
貢
献
す
る
活
動
」と
さ

れ
て
い
て
、県
を
は
じ
め
他
の
自

治
体
も
後
援
し
て
い
る
こ
と
か
ら

後
援
を
行
っ
た
。

　

Ｕ
Ｐ
Ｆ
が
旧
統
一
教
会
と
の
関

係
性
が
問
題
と
な
り
、町
民
の
不

安
や
懸
念
が
増
大
し
て
い
る
こ
と

か
ら
８
月
２
日
付
で
取
り
消
し
た
。

　

名
義
後
援
の
判
断
基
準
は「
内

規
」で
は「
宗
教
的
ま
た
は
政
治
的

目
的
が
な
い
こ
と
」と
し
て
い
る
。

今
後
、申
請
書
を
慎
重
に
精
査
し

て
、町
が
後
援
を
行
う
イ
ベ
ン
ト

な
の
か
を
判
断
し
、社
会
的
に
問

題
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
れ
ば
後
援
は
行
な
わ
な
い
。

子
ど
も
の
読
書
推
進

活
動
に
つ
い
て

甲
斐　
第
２
次「
子
ど
も
読
書
推

進
計
画
」の
根
拠
と
な
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、読
書
量
や
学

校
図
書
室
の
利
用
が
少
な
い
な
ど

の
課
題
が
明
ら
か
に
な
り
、取
り

組
み
と
し
て「
蔵
書
の
充
実
」「
学

校
向
け
情
報
誌
の
充
実
」「
読
書
時

間
に
合
わ
せ
た
本
の
提
供
」「
ド

リ
ー
ム
益
城
っ
子
事
業
を
通
し
た

連
携
強
化
」の
、４
項
目
を
掲
げ
て

い
る
。

　
特
に
、中
学
校
の
蔵
書
数
と
生

徒
の
読
書
数
が
少
な
い
。目
標
値

の
達
成
に
向
け
ど
う
取
り
組
ん
で

行
く
か
。

旧
統
一
協
会
関
連
団
体
の

イ
ベ
ン
ト
に「
名
義
後
援
」

を
、な
ぜ
行
っ
た
の
か

甲
斐　
５
月
に
益
城
町
文
化
会
館

を
会
場
と
し
て
、Ｕ
Ｐ
Ｆ（
天
宙
平

和
連
合
）が
主
催
す
る「
ピ
ー
ス

ロ
ー
ド・イ
ン　
く
ま
も
と
」が
開

催
さ
れ
た
。

　
Ｕ
Ｐ
Ｆ
は
、「
霊
感
商
法
」「
高
額

献
金
」を
繰
り
返
し
、多
く
の
被
害

者
を
出
し
て
い
る
反
社
会
的
カ
ル

ト
集
団
で
あ
る「
旧
統
一
協
会
の

関
連
団
体
」で
あ
る
。こ
の
催
し
に
、

県
選
出
の
３
名
の
自
民
党
国
会
議

員
が
実
行
委
員
と
し
て
名
を
連
ね

て
い
る
。名
義
後
援
を
行
う
こ
と

で
同
会
に
お
墨
付
き
を
与
え
、被

害
が
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
町
は
、な
ぜ
名
義
後
援
を
し
た

の
か
。名
義
後
援
を
し
た
自
治
体

は
、旧
統
一
協
会
と
の
関
連
が
明

ら
か
に
な
る
と
、後
援
を
取
り
消

し
て
い
る
。町
は
取
り
消
し
た
の

か
。名
義
後
援
を
行
う
判
断
基
準

は
あ
る
の
か
、あ
れ
ば
基
準
に
照

ら
し
て
問
題
な
か
っ
た
の
か
。

　
今
後
一
切
旧
統
一
協
会
と
接
点

を
持
た
な
い
こ
と
を
約
束
し
て
欲

し
い
。

旧
統
一
教
会
と
の
関
連
性

が
わ
か
ら
な
か
っ
た

町
長　
「
ピ
ー
ス
ロ
ー
ド
」実
行
委

員
会
の
名
義
後
援
申
請
書
に
、「
世

図
書
館
と
学
校
が
連
携
を

し
て
目
標
値
の
達
成
に
向

け
取
組
む

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
が
読
書

に
親
し
め
る
よ
う
幼
児
期
か
ら
読

み
聞
か
せ
を
行
い
、計
画
的
な
図

書
の
購
入
を
進
め
、推
奨
本
の
チ

ラ
シ
を
配
布
す
る
な
ど
図
書
館
と

学
校
が
連
携
を
強
化
し
て
、児
童

生
徒
が
読
書
に
親
し
め
る
よ
う
な

取
組
を
推
進
し
て
目
標
値
の
達
成

を
目
指
す
。

「
個
人
情
報
保
護
条
例
」の

改
廃
に
つ
い
て
町
の
対
応
は

甲
斐　
「
デ
ジ
タ
ル
関
連
法
」は
、

自
治
体
が
独
自
に
制
定
し
て
い
る

「
個
人
情
報
保
護
条
例
」を「
一
旦

リ
セ
ッ
ト
」し
て
保
護
条
例
の
改

廃
を
求
め
て
い
る
。さ
ら
に
、個
人

情
報
を「
非
識
別
加
工
」し
て
、本

人
の
同
意
を
得
ず
に
、民
間
事
業

者
な
ど
第
三
者
へ
提
供
す
る
も
の

で
あ
る
。個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
、地
方
自
治
の
侵
害
な
ど
多

く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
は

「
任
意
」で
あ
る
。「
必
要
な
い
」「
個

人
情
報
が
侵
さ
れ
る
」な
ど
の
意

見
も
多
く
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
。

総
務
省
は
、カ
ー
ド
の
普
及
率
に

よ
っ
て
、地
方
交
付
税
の
配
分
に

格
差
を
つ
け
る
な
ど
、市
町
村
に

圧
力
を
強
め
て
い
る
。

　

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
や
預

貯
金
口
座
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
は
、

個
人
情
報
の
侵
害
が
起
き
る
の
で

は
な
い
か
。高
齢
者
が
身
分
証
明

書
代
わ
り
に
持
つ
こ
と
が
増
え
る

と
思
う
が
、紛
失
さ
せ
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
は
万
全
な

の
か
。町
は
、個
人
情
報
保
護
条
例

を
ど
の
よ
う
改
め
る
の
か
。「
匿
名

加
工
情
報
」に
よ
る
民
間
事
業
者
へ

の
情
報
提
供
を
ど
う
考
え
る
か
。

個
人
情
報
保
護
の

責
務
を
果
た
し
て
い
く

町
長　
「
個
人
情
報
保
護
条
例
法
」

が
改
正
さ
れ
来
年
春
に
施
行
さ
れ

る
。現
行
の
条
例
は
一
旦
改
廃
し
、

町
独
自
の
保
護
措
置
が
必
要
な
も

の
は
改
め
て
規
定
す
る
。

　
「
匿
名
加
工
情
報
」の
提
供
は
、

町
は
任
意
規
程
と
な
っ
て
お
り
、

現
時
点
で
は
提
供
は
行
わ
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
健
康
保

険
証
の
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
は
、

利
便
性
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
る
。

カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、

不
正
利
用
が
出
来
な
い
よ
う
万
全

を
期
し
て
い
る
。

町は、UPF（天宙平和連合）主催の「ピースロード・
イン くまもと」になぜ 「名義後援」 を行ったのか

UPFが旧統一教会関連団体とはわからなかった。今後、名義後援
は「内規」 に照らして慎重に審査を行い問題があれば後援しない

甲斐　康之議員

学校名 基準数 蔵書数 達成率

益城中 14,560 12,254 84.2

木山中 8,480 7,953 93.8

累　計 23,040 20,207

中学校の蔵書数と基準数に対する割合

令和３年度末現在
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障
が
あ
る
と
判
断
し
工
事
を
発
注

し
た
。

野
田　
町
長
答
弁
で
は
、完
了
検

査
後
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
粗
礫
が

確
認
さ
れ
た
。想
定
外
だ
っ
た
、と

説
明
し
た
。し
か
し
町
執
行
部
は

工
事
完
了
検
査
の
６
日
前
に
再
整

備
の
た
め
の
見
積
書
を
業
者
か
ら

徴
収
し
て
い
る（
見
積
金
額

３
０
１
５
万
円
、現
在
運
動
場
整

備
中
）が
、こ
れ
は
町
長
答
弁
と
矛

盾
し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
町
は
工
事
完
了
検
査
前

に
は
既
に
再
整
備
を
行
う
準
備
を

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
い
か
が

か
。

町
長　
前
年
度
工
事
は
原
形
復
旧

を
行
う
も
の
だ
が
、少
し
で
も
良

い
運
動
場
に
し
た
い
と
の
思
い
か

ら
、職
員
が
自
発
的
に
粗
礫
を
除

去
し
て
い
た
。し
か
し
、あ
ま
り
に

マ
ン
パ
ワ
ー
が
か
か
る
の
で
機
械

施
工
と
す
る
場
合
の
経
費
を
試
算

一 般 質 問

し
た
も
の
で
あ
り
、再
整
備
の
た

め
の
見
積
徴
収
で
は
な
い
。

野
田　
今
年
７
月
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
工
事
は
、３
月
に
完
成
し
た

運
動
場
の
砂
を
フ
ル
イ
に
か
け
粗

礫
を
撤
去
し
再
度
、良
質
な
砂
を

敷
設
す
る
と
い
う
も
の
。１
年
に

２
回
の
工
事
を
行
う「
二
度
手
間
」

と
な
る
。そ
し
て
町
の
工
事
入
札

に
お
け
る
落
札
率
は
99
・
２
％
に

当
た
る
３
９
６
０
万
円（
税
込
）で

あ
る
が
町
民
の
税
金
を
利
用
し
行

わ
れ
る
。

　
町
の
出
費
と
な
る
が
、使
用
財

源
は
整
備
工
事
自
体
を
予
算
化
す

る
の
で
は
な
く
、別
工
事
の
会
計

予
算
か
ら
流
用
す
る「
何
で
も
あ

り
」の
状
態
だ
。

　
「
行
政
行
為
の
瑕
疵
」そ
の
も
の

と
言
え
る
が
い
か
が
か
。

　
そ
し
て
最
終
的
に
、不
利
益
を

被
る
の
は
益
城
町
民
、学
校
へ
通

う
生
徒
た
ち
に
他
な
ら
な
い
が
、

い
か
が
か
。

町
長　
砂
礫
の
露
出
と
い
う
想
定

外
の
出
来
事
に
対
応
す
る
工
事
で

あ
り
、安
全
性
確
保
の
観
点
か
ら

必
要
な
工
事
で
あ
っ
た
。

　

安
全
性
の
確
保
が
私
の
大
き
な

責
務
と
考
え
る
。し
か
し
、こ
の
粗

礫
の
露
出
は
想
定
外
と
は
い
え
発

注
者
に
と
っ
て
大
き
な
教
訓
で
反

省
点
。な
お
施
工
は
、授
業
へ
の
影

響
を
考
慮
し
、夏
休
み
を
中
心
に

行
っ
た
。

野
田　
「
行
政
行
為
の
瑕
疵
」と
し

て
①
設
計
単
価
の
正
当
性
②
工
事

完
了
検
査
時
の
信
憑
性
③
整
備
費

の
見
積
書
提
出
の
合
法
性
④
町
の

財
源
根
拠
の
妥
当
性
⑤
授
業
へ
の

影
響
等
々
に
つ
い
て
調
査
す
べ
き

だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

町
長　
答
弁
ど
お
り
い
ず
れ
も
適

切
な
対
応
だ
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。木

山
仮
設
住
宅
の
利
用
期
日

と
跡
地
利
用
に
つ
い
て

野
田　
木
山
仮
設
住
宅
の
使
用
期

限
と
今
後
の
町
の
対
応
は
ど
う
か
。

ま
た
跡
地
利
用
の
計
画
は
ど
う
か
。

木
山
仮
設
住
宅
は
来
年
３

月
末
ま
で
利
用
で
き
る
。

跡
地
の
利
活
用
は
早
期
に

検
討
し
て
い
き
た
い

町
長　
現
在
、
入
居
し
て
い
る

方
々
は
、町
が
家
賃
補
助
す
る
形

で
災
害
公
営
住
宅
ま
た
は
民
間
賃

貸
住
宅
へ
転
居
い
た
だ
く
。

　

ま
た
、跡
地
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
早
期
に
検
討
し
地
権
者
の

方
々
へ
説
明
す
る
。

今
年
３
月
に
完
了
し
た
運
動

場
整
備
、何
故
７
月
か
ら
再

度
整
備
が
必
要
と
な
っ
た
か

野
田　
益
城
中
学
校
運
動
場
整
備

は
今
年
３
月
に
工
事
が
完
了
し
て

い
る
。工
事
内
容
は
水
捌
け
を
良

く
す
る
た
め
の「
暗
渠
排
水
工
」及

び
、真
砂
土
を
敷
設
し
表
面
処
理

を
行
う「
運
動
場
整
備
工
」で
あ
り

整
備
費
用
３
１
８
５
万
円
は
国
補

助
を
利
用
し
て
実
施
さ
れ
た
。

　
し
か
し
何
故
、半
年
も
経
た
な

い
う
ち
に
、３
９
６
０
万
円
も
の

町
の
税
金
を
か
け
て
再
整
備
が
必

要
に
な
っ
た
の
か
。

　
運
動
場
整
備
に
は
、フ
ル
イ
に

か
け
た
良
質
の
砂
を
敷
設
す
る
と

建
設
指
針
で
決
め
ら
れ
て
い
る
が
、

当
初
工
事
で
は
規
格
外
の
砂
を
敷

設
し
た
も
の
な
の
か
。

既
存
運
動
場
と
同
程
度
の

品
質
の
山
砂
を
使
用
し
た

が
、
想
定
外
の
粗
礫
の
露

出
に
対
応
す
る
た
め
、
今

年
度
工
事
を
発
注

町
長　
前
年
度
工
事
は
、新
た
に

運
動
場
を
造
成
す
る
の
で
は
な
く
、

災
害
復
旧
の
一
環
で
、原
形
復
旧

す
る
た
め
、既
存
運
動
場
と
同
程

度
の
品
質
の
山
砂
を
使
用
。し
か

し
施
工
後
し
ば
ら
く
し
て
大
き
な

粗
礫
の
露
出
を
確
認
。こ
れ
は
既

存
運
動
場
で
は
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
想
定
外
の
出
来
事
。こ
の
ま
ま

で
は
運
動
場
使
用
の
安
全
性
に
支

益城中学校運動場の整備状況

段階検査時の粗礫の状況

益城中運動場の再整備は「行政行為の瑕疵」ではないか
費用3,960万円の財源は　授業への影響は

３月までの整備は適切だったが粗礫の露出は想定外であり
反省を教訓とし、授業に影響しないよう整備する。

野田　祐士議員
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今、時はもの凄いスピードで動いている
ＴＳＭＣ進出・関連企業誘致の体制は

臨空テクノパーク　Ｂ区画４工区分、完売する
企業の立地に向け地区計画変更が必要となる

榮　正敏議員

老
老
介
護
の
現
場
に
お
け
る

当
事
者
の
悲
痛
な
声
を
聞
け

榮　
今
議
会
に
お
い
て
、
老
老

介
護
の
実
態
報
告
と
し
て
「
介
護

現
場
実
録
24
時
間
」
と
い
う
の

を
、
一
般
質
問
の
中
で
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
介
護
の
本

質
と
言
う
の
が
な
か
な
か
見
え
て

こ
な
い
。
介
護
の
現
場
に
お
け
る

介
護
用
具
（
電
動
ベ
ッ
ド
、
ス
ロ

ー
プ
、
車
い
す
等
）
に
対
す
る
補

助
率
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

ま
た
介
護
用
オ
ム
ツ
類
に
対
す
る

助
成
は
あ
る
の
か
。
当
事
者
が
年

金
受
給
者
で
あ
り
第
３
号
被
保
険

者
等
の
場
合
は
い
か
が
か
。
ま
た

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
予
約
が
な
か

な
か
取
れ
な
い
が
、
本
町
に
は
何

施
設
あ
る
の
か
。
熊
本
市
内
の
施

設
も
同
等
の
利
用
が
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
介
護
者
が
緊
急
入
院
な
ど

と
予
期
せ
ぬ
事
態
の
対
応
等
は
で

き
て
い
る
の
か
伺
う
。

「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

と
連
携
し
て
対
処
し
て
い
く

町
長　
介
護
用
具
（
電
動
ベ
ッ
ド
、

車
い
す
、
ス
ロ
ー
プ
等
）
に
関
し

て
は
要
介
護
認
定
者
で
あ
れ
ば
介

護
保
険
を
利
用
し
て
借
り
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
要
介
護
度
に
よ
っ

て
利
用
で
き
る
用
具
が
異
な
っ
て

い
る
。
電
動
ベ
ッ
ド
や
、
車
い
す

は
要
介
護
２
以
上
の
方
が
対
象
と

な
っ
て
お
り
負
担
割
合
は
、「
介
護

保
険
負
担
割
合
証
」
に
よ
り
一
割

か
ら
三
割
を
自
己
負
担
と
し
て
支

払
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

介
護
用
オ
ム
ツ
に
つ
い
て
は
、「
家

族
介
護
用
品
支
給
事
業
」
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
事
業
の
対
象
と

な
る
方
は
、
町
民
税
が
非
課
税
の

世
帯
で
、
要
介
護
４
以
上
の
重
度

の
寝
た
き
り
高
齢
者
を
在
宅
介
護

し
て
い
る
家
族
で
あ
り
、
支
給
の

上
限
は
、
年
額
７
万
５
千
円
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
に
つ
い
て
は
、
町
内
に
６
か

所
の
施
設
が
あ
り
、
希
望
に
よ
り

町
外
の
施
設
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
介
護
者
が

予
期
せ
ぬ
事
態
で
急
遽
入
院
す
る

よ
う
な
事
態
に
な
っ
た
場
合
で
も
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
よ
り
幅
広

く
施
設
の
情
報
を
持
っ
て
い
る
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し

て
本
人
や
ご
家
族
が
困
ら
な
い
よ

う
に
取
組
ん
で
い
く
。

慌
し
く
な
る
空
港
周
辺

急
が
れ
る
企
業
誘
致
対
策

榮　
地
方
経
済
研
究
所
は
、「
半

導
体
産
業
は
今
後
も
中
長
期
的
な

拡
大
が
予
測
さ
れ
る
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ

進
出
も
あ
り
、
県
内
の
企
業
は
、

従
来
よ
り
も
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る

経
営
や
対
応
が
求
め
ら
れ
る
」
と

指
摘
し
て
い
る
。
本
町
に
お
い
て

は
、
西
村
町
長
の
先
見
の
明
も
あ

り
、
他
町
村
に
先
ん
じ
て
、
第
二

空
港
線
沿
い
に
産
業
団
地
建
設
に

取
組
ん
で
い
る
が
、
先
日
報
道
さ

れ
た
、
臨
空
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
の
Ｂ

区
画
４
区
画
が
企
業
進
出
を
公
募

と
あ
り
、
時
は
今
、
物
凄
い
ス
ピ

ー
ド
で
動
き
出
し
て
い
る
。
そ
の

為
に
、
企
業
が
す
ぐ
に
契
約
で
き

る
よ
う
な
立
地
条
件
を
満
た
し
た

土
地
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
と
も
に

受
け
皿
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
。

町
長
の
見
解
を
伺
う
。

ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
具
体
的

な
検
討
を
進
め
て
い
く

町
長　

　

空
港
周
辺
に
は
、
来
年
、
東
海

大
学
阿
蘇
く
ま
も
と
臨
空
校
舎
が

開
校
し
、
空
港
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
が
開
業
す
る
。
さ
ら
に
県
が
整

備
し
た
臨
空
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
は

半
導
体
関
連
企
業
な
ど
４
社
の
進

出
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
将
来
的

に
は
県
が
進
め
る
U
X
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
、
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の

整
備
計
画
も
あ
り
、
空
港
周
辺
の

開
発
は
更
に
進
ん
で
い
く
と
期
待

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
イ
ン
フ
ラ

整
備
は
大
変
重
要
な
課
題
で
あ
り
、

特
に
上
下
水
道
の
整
備
は
時
間
を

要
す
る
た
め
、
早
急
に
具
体
的
な

検
討
を
進
め
る
。
ま
た
本
町
が
進

め
る
産
業
団
地
の
整
備
は
、
本
年

度
、
用
地
取
得
と
基
本
設
計
を
進

め
て
い
る
。
用
地
取
得
の
目
途
が

付
い
た
後
、
実
施
設
計
や
法
規
制

の
解
除
手
続
き
を
行
い
、
令
和
７

年
度
中
に
分
譲
を
開
始
し
た
い
。

臨空テクノパーク工業予定地
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最
近
、
コ
ロ
ナ
禍
で

大
き
な
大
会
は
中
止
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
散

歩
や
ハ
イ
キ
ン
グ
、
野
球
や
サ
ッ

カ
ー
等
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

し
め
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

▼
体
を
動
か
し
た
後
は
、
お
な
か
も

空
き
ま
す
。
秋
は
野
菜
や
く
だ
も
の

等
お
い
し
い
も
の
が
収
穫
で
き
る
季

節
、
美
味
し
く
秋
を
味
わ
い
た
い
も

の
で
す
。

▼
雨
の
日
に
は
気
持
ち
よ
く
本
を
読

む
の
も
い
い
で
す
ね
、
た
ま
に
は

ぼ
ー
っ
と
、
転
寝
気
分
で
過
ご
す
の

も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
過
去
に
例
の
な
い
勢
力
を
持
つ
台

風
14
号
が
９
月
、
九
州
に
上
陸
し
ま

し
た
。
益
城
町
の
近
く
を
通
過
し
ま

し
た
が
、
大
き
な
被
害
も
な
く
安
堵

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
災
害
に
慣
れ

て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
、
常
に
備
え
て
お

き
た
い
も
の
で
す
。担

当 　

木
村
正
史

皆様に憩いの場を
提供しています

町の施設紹介

益城町町民憩の家

▶益城町の温泉施設
　浴場（温泉）には、大浴場、ラジェニア浴やジェット浴などを用
意しています。お湯は自動で入れ替わるようになっており、衛生的
に保たれています。また、程よい温度に保たれたドライサウナや水
風呂も用意しています。

▶くつろぎのスペース
　入浴後には、広々としたロビー、80畳の和室でゆっくりとくつ
ろいではいかがでしょうか。また、ロビーには全自動マッサージ（有
料）も設置しています。ぜひご利用ください。

▶さらなる健康のために
　多目的室では、軽い運動ができる器具を準備しています。温泉で
入浴する前に、軽く汗を流されてはいかがでしょうか。また、多目
的室では、健康体操教室を実施しています。健康運動指導士と一緒
に、健康体操をしませんか。火・木・金曜日の午前10時30分から行っ
ています（参加費100円）。ご参加をお待ちしております。

1 憩の家外観　2 浴場　3 ロビー

1

2

3

※新型コロナウイルス感染症対策により、施設の一部に制限がかかる場合があ
ります。利用を希望する方は、事前に下記連絡先までお問い合わせください。

入館料
小学生以下 中学生 大人 65歳以上

町内の方
無料 100円

300円 200円

町外の方 400円

多目的室貸し切り 1時間600円

住所：赤井2167番地
電話：☎096-286-4193

議会広報編集特別委員会

委 員 長 宮﨑　金次
副委員長 榮　　正敏
委　　員 下田利久雄
委　　員 上村　幸輝
委　　員 西山　洋一
委　　員 木村　正史


